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市史のささやきvol.16104104

●世帯数　111,653世帯　●人口　230,742人（前月比126人減）
� 男▶114,147人　女▶116,595人

春日部市の世帯数と人口
（令和5年12/1現在）

市公式ソーシャルメディア 安心安全情報メール「かすかべ」
市では、防災、防犯、火災、
子育て、行政、気象情報な
どに関する情報をメールで
配信しています。

防災行政無線
放送内容は、フリーダイヤル

（ 0120-899-300）
で確認できます（直近の内容のみ）。
�問危機管理防災課（�TEL048-739-6830）

市長の行動記録

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

市公式魅力発信メディア

コロナに関する受診相談、
受診先の確認は

埼玉県コロナ総合相談センター
�TEL0570-783-770　�FAX050-8887-9553（聴覚障がい者専用）
受付時間／年中無休　24時間対応

　　本紙に掲載するイベントなどの
内容は変更となる場合があります。

　重症化予防のため、65歳以上の人と基礎
疾患を有する人は、接種推奨となっています。
接種は強制ではありません。本人が納得し
た上で接種してください。
　これまでの接種で、重篤な副反応が生じ
た人は、主治医とよく相談してください。

接種券
　申請が必要です。電子申請を利用してくだ
さい。接種記録の確認がとれない場合には、接
種済証の提出が必要です。

追加接種用のワクチン
　 新 た に 第一三共社製 の オ ミ ク ロ ン 株

（XBB.1.5系統）対応1価ワクチンが薬事承認
されました。

令和6年度以降の方針
　重症化予防を目的とし、新型コロナウイル
ス感染症を予防接種法上のB 類疾病に位置付
け、定期接種として年1回、秋冬に実施します。
　定期接種の対象者は、65歳以上の人と60
歳～64歳の一定の基礎疾患を有する人で、
高齢者インフルエンザの対象者と同様です。
自己負担金額については未定です。それ以外

問 新型コロナウイルスワクチン
　 接種担当（ TEL 048-812-8152）

最新情報は
市 WEB で

▲ワクチン接種情報ワクチン接種情報
無 料 期 間 は 3/ 31㈰ まで  

予約は接種希望日の3日前まで可能です。

インターネット予約
（24時間受付）

LINE アプリ
（24時間受付）

コールセンター 
（㈯㈰㈷、年末年始を除く8：30～17：15）

0120-002-276

新型コロナ
ウイルス

　体調不安や発熱などの対応として、埼
玉県では、新型コロナ感染症の相談窓口
や診療・検査体制の確保をしていますが、
新型コロナやインフルエンザの感染拡大
時は、病院がひっ迫する可能性があります。
　一人一人が感染拡大に備え、食料品や
検査キット、解熱剤などを事前に準備し
ておきましょう。詳しくは市 WEB で。

の人は、任意接種となります。
　用いるワクチンは、流行状況などにより毎
年見直します。

問 健康課（ TEL 048-736-1199）

新型コロナや
インフルエンザの
感染拡大に備えましょう

�問文化財課（�TEL048-739-6811）

　今回は、「市
いち

場
ば

之
の

祭
さい

文
もん

」について紹介します。中
世や近世の頃には、河川や道路が次第に整備され、
町場や宿

しゅく

が形成されるようになります。町場や宿
では、定期的に市

いち

が開かれるようになり、商品の
購入や交換などの交易が盛んになります。
　江戸時代の粕

かす

壁
かべ

宿では、毎月4・9・14・19・24・
29日の4と9の日に、月6回の市（六

ろく

斎
さい

市
いち

）が開催さ
れました。
　「市場之祭文」は、こうした定期市が開かれる際
に、市の神様の前で読み上げられ、市の繁盛と安

あん

寧
ねい

を願う祈願文の一種と考えられています。
　本文には、最初に、天

てん

竺
じく

（インド）、唐
もろこし

土（中国）、
日本の各地の市とその功

く

徳
どく

が記され、その後に武
む

蔵
さし

国東部から下
しも

総
うさ

国西部にかけて33カ所の市が
列記されています。
　市の一つに、「下総州春

か す か べ

日部郷
ごう

市
いち

祭
まつり

成
これ

之
なり

」とあり、
春日部郷がその当時下総国であったことが分かり
ます。
　その他市域周辺で、さいたま市岩槻区や白岡市、
宮代町などに推定される市があったことが分かり
ます。

　本文には「延
えん

文
ぶん

6年（1361年）に記載、その後応
おう

永
えい

22年（1415年）に転写した」とあります。
　しかしながら、各地の市の所在地は、戦国時代
の岩

いわ

付
つき

太
おお

田
た

氏の勢力圏と重なり、水陸交通の発達
と関わりの深い河川沿いに所在していたと推定さ
れます。
　このため、市祭を開催する中で、順次書き継がれ、

市として形成されていった室町時代末から戦国時
代の頃の市であると考えられています。
　『春日部市史 古代・中世資料編』（305～308頁）
や、『新編図録春日部の歴史』（60～61頁）、春日部
市史通史編Ⅰ』（356～360頁）などにも掲載され
ています。ぜひご覧になってください。

文化財課・郷土資料館ブログ
「ほごログ」も日々更新中！

「市場之祭文写」（抜粋）国立公文書館
内閣文庫所蔵�「武州文書」埼玉郡古
文書より
赤字で囲った所に、「下総州春日部
郷市祭成之」と記載されている。

「市場之祭文」に記載される春日部周辺の市場
「市場之祭文」記載市場名 現在の推定地

武州崎
き さ い

西郡末田市 さいたま市岩槻区末
す え

田
だ

付近
武蔵州太

お お

田
た の

庄
しょう

野田市 白岡市上・下野田付近
武蔵州太田庄久米原市 宮代町東・西粂

く め

原
は ら

付近
下総州春日部郷市 春日部市粕壁付近

武蔵州太田庄須
す

賀
か

市 宮代町須賀付近
武州き西こふりかかさねかふ道いち さいたま市岩槻区金重付近
武州崎西郡岩付ふち宿市 さいたま市岩槻区仲町付近
武州崎西郡岩付くほ宿市 さいたま市岩槻区本町付近

令和5年 （12/7時点）


